
告

示

平成™š年™月˜日 火曜日 第œ›Ÿ�号官 報

三

圧
力
安
全
装
置
（
バ
ネ
式
の
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。）の
前
に
破
裂
板
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

四

破
裂
板
と
圧
力
安
全
装
置
と
の
間
に
は
、
圧
力
計

を
備
え
て
い
る
こ
と
。

五

破
裂
板
は
、
圧
力
安
全
装
置
が
四
ア
ル
キ
ル
鉛
を

含
有
す
る
製
剤
（
自
動
車
燃
料
用
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
剤

に
限
る
。）の
放
出
を
開
始
す
る
圧
力
よ
り
十
パ
ー
セ

ン
ト
高
い
圧
力
で
破
裂
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
ン
ク
の
底
に
開
口
部
が
な
い
こ

と
。

第
十
三
条
の
十
二
を
第
十
三
条
の
十
三
と
し
、
第
十
三

条
の
三
か
ら
第
十
三
条
の
十
一
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
令
第
四
十
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
要
件
）

第
十
三
条
の
三

令
第
四
十
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
ン
ク
内
に
温
度
五
十
度
に
お
い
て

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
空
間
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二

ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
ン
ク
ご
と
に
そ
の
内
容
が
四
ア
ル

キ
ル
鉛
を
含
有
す
る
自
動
車
燃
料
用
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク

剤
で
あ
る
旨
の
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

自
蔵
式
呼
吸
具
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

別
表
第
五
中
「
第
十
三
条
の
五
」
を「
第
十
三
条
の
六
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

住
所
兵
庫
県
伊
丹
市
中
野
西
３
丁
目
7
3番
地

李
知
幸
昭
和
6
0年
４
月
3
0日
生

住
所
長
野
市
篠
ノ
井
御
幣
川
2
8番
地
３

陳
明
昭
和
4
3年
６
月
2
1日
生

住
所
群
馬
県
高
崎
市
上
中
居
町
3
0
9番
地
1
0

延
春
麗
昭
和
5
3年
５
月
１
日
生

住
所
栃
木
県
宇
都
宮
市
陽
東
５
丁
目
1
0番

1
0号

宋
智
惠
昭
和
5
5年
５
月
1
5日
生

住
所
大
阪
府
高
槻
市
津
之
江
町
２
丁
目
1
2番

2
6号

金
東
國
昭
和
3
4年
１
月
1
1日
生

薛
»
珠
昭
和
4
2年
４
月
３
日
生

金
昌
文
平
成
３
年
６
月
1
4日
生

金
昌
一
平
成
４
年
７
月
１
日
生

住
所
大
阪
市
平
野
区
加
美
東
１
丁
目
４
番
2
4号

C
ß
廣
昭
和
2
8年

1
0月

2
7日
生

C
廣
美
平
成
６
年
1
0月

1
5日
生

住
所
川
崎
市
高
津
区
向
ケ
丘
9
6番
地
２

李
政
美
昭
和
5
9年
４
月
2
4日
生

住
所
岩
手
県
盛
岡
市
北
松
園
４
丁
目
3
7番
７
`
3
0
3号

劉
文
静
昭
和
4
1年
４
月
1
0日
生

住
所
千
葉
県
浦
安
市
当
代
島
２
丁
目
８
番
１
`
1
0
3号

ジ
オ
バ
ニ
イ
・
サ
ム
・
モ
ン
ゾ
ン
・
デ
ル
・
バ
ン
ド

昭
和
5
4年
９
月
１
日
生

住
所
神
戸
市
兵
庫
区
羽
坂
通
２
丁
目
１
番
3
1号

李
眞
希
昭
和
5
2年
２
月
2
4日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
大
池
町
５
丁
目
1
8番
７
`
2
1
0号

李
承
勇
昭
和
5
0年
１
月
1
2日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
外
浜
町
２
丁
目
３
番
2
7号

申
à
子
昭
和
6
0年
２
月
1
8日
生

住
所
大
阪
市
旭
区
千
林
１
丁
目
1
0番

2
1号

趙
淑
»
昭
和
3
7年
４
月
３
日
生

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
一
号
）
の
施
行
に

伴
い
、
並
び
に
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三

十
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
四
十
条
の
二
第
二
項
及

び
第
六
項
並
び
に
第
四
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚

生
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
基
準
の
特
例
」
を
「
基

準
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
十
条
の
二
第
五
項
」
を

「
第
四
十
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、「
容
器
は
、」
の
下

に
「
無
機
シ
ア
ン
化
合
物
た
る
毒
物
（
液
体
状
の
も
の
に

限
る
。）
又
は
弗ふ
つ

化
水
素
若
し
く
は
こ
れ
を
含
有
す
る
製

剤
の
」
を
加
え
、「
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」を「
同

条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第

二
項
と
し
、同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

令
第
四
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
容
器
は
、
四
ア
ル
キ
ル
鉛
を
含
有
す
る
製

剤
（
自
動
車
燃
料
用
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
剤
に
限
る
。）の
国

際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
危
険
物
の
運
送
に
関
す
る
規

程
に
定
め
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
ン
ク
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
つ
て
次
の
各
号
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
ン
ク
に
使
用
さ
れ
る
鋼
板
の
厚
さ

は
、
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

常
用
の
温
度
に
お
い
て
六
百
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
の
圧

力
（
ゲ
ー
ジ
圧
力
を
い
う
。）で
行
う
水
圧
試
験
に
お

い
て
、
漏
れ
、又
は
変
形
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〇
防
衛
省
令
第
一
号

自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設
に
係
る
入
場
料
の
徴
収
に

関
す
る
実
験
の
実
施
に
関
す
る
省
令
を
廃
止
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設
に
係
る
入
場
料
の
徴

収
に
関
す
る
実
験
の
実
施
に
関
す
る
省
令
を
廃
止

す
る
省
令

自
衛
隊
の
大
規
模
広
報
施
設
に
係
る
入
場
料
の
徴
収
に

関
す
る
実
験
の
実
施
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
防

衛
省
令
第
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
三
年
二
月
一
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
八
五
九

二
三
、

一
、
一
四

早
川

正

三
八
六
〇

二
三
、

一
、
一
四

渡
邊

儀
春

〇
法
務
省
告
示
第
四
十
一
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

愛
媛
県
社
会
保
険
労
務
士
会

愛
媛
県
松
山
市
萱
町
四
丁
目
六
番
地
三

認
証
年
月
日

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日

〇
法
務
省
告
示
第
四
十
二
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

住
所
横
浜
市
旭
区
市
沢
町
1
6
7番
地

マ
ッ
・
マ
イ
・
リ
ン
リ
ィ
平
成
1
0年

1
1月

1
5日
生

住
所
横
浜
市
中
区
竹
之
丸
8
8番
地

チ
ー
・
ニ
ャ
ッ
ト
・
ス
ン
昭
和
5
0年

1
2月

1
2日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
東
矢
口
２
丁
目
６
番
1
0
`
4
0
4号

ト
ラ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
フ
ィ
昭
和
5
1年
７
月
2
3日
生

ダ
ン
・
ド
ー
・
ト
ゥ
イ
・
デ
ィ
エ
ム
昭
和
5
6年
５
月

1
2日
生

住
所
兵
庫
県
宝
市
小
林
２
丁
目
1
2番

3
2
`
2
0
4号

フ
ァ
ム
・
ク
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ン
昭
和
5
6年

1
1月
３
日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
５
丁
目
３
番
2
2
`
5
0
5号

王
若
寧
平
成
３
年
1
0月
９
日
生

住
所
東
京
都
八
王
子
市
打
越
町
1
5
2
3番
地
1
8
2

ã
麗
華
昭
和
2
9年

1
2月

2
0日
生

住
所
川
崎
市
宮
前
区
馬
絹
1
4
9
4番
地
４

梁
思
ß
昭
和
6
1年
５
月
1
9日
生

住
所
神
戸
市
西
区
南
別
府
３
丁
目
2
4番
地
１

Ô
治
勝
昭
和
5
2年

1
1月

2
0日
生

住
所
石
川
県
金
沢
市
伏
見
台
１
丁
目
1
2番

1
1号

昌
義
昭
和
4
0年
９
月
８
日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
平
井
３
丁
目
1
0番
８
`
4
0
5号

倪
必

昭
和
5
6年
７
月
2
9日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
東
糀
谷
３
丁
目
1
2番

1
1
`
5
0
6号

È
曄
泉
昭
和
6
3年

1
1月

2
9日
生

住
所
川
崎
市
多
摩
区
宿
河
原
１
丁
目
1
4番
３
号

宋
迎
輝
昭
和
5
4年
３
月
３
日
生

住
所
徳
島
県
那
賀
郡
那
賀
町
延
野
字
王
子
原
1
1
3番
地

金
大
輔
昭
和
5
6年
９
月
1
5日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
中
G
西
７
丁
目
８
番
８
`

3
0
3

号石
川
昭
和
5
8年
４
月
2
2日
生

š


		2011-01-31T14:52:50+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




